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1章　はじめに

ブレイルセンスオンハンドU2ミニをご購入いただきありがとうございます。

本書では製品をご利用いただくうえで基本となる操作方法を説明します。内容をご確認いただいたうえでご活用ください。

より詳しい機能については付属のCD－ROMに保存されているユーザーズマニュアルをご参照ください。ユーザーズマニュアルはヘルプ機能からも確認できます。また、有限会社エクストラのウェブページからデータをダウンロードすることも可能です。

なお、本書では以降ブレイルセンスオンハンドU2ミニをオンハンドと表記します。

1-1内容物の確認

オンハンドをご使用になる前に、付属品をご確認ください。

万が一、付属品に不足がございましたらご購入いただいた販売店または有限会社エクストラまでご連絡ください。

内容物

1. オンハンド本体

2. バッテリー　2個

3. 予備バッテリー用充電器

4. 電源アダプタ

5. USBケーブル

6. イヤフォン

7. キャリングケース

8. ケース用ストラップ

9. 防水カバー

10. ユーザーズマニュアル（CD）

11. 簡単スタートガイド（墨字・点字）

12. キーストロークガイド（点字）

1-2　バッテリーの充電

オンハンドはバッテリーをフル充電して本体に装着した状態で出荷しております。バッテリーが装着された状態で充電する場合は付属のACアダプタを本体左側面にあるアダプタ差込口と接続してコンセントにつないでください。差込位置について詳しい説明は2-3章をご参照ください。充電中でもオンハンドの操作は可能です。

また、付属の予備バッテリーを充電する場合は予備バッテリー用の充電器をご使用ください。

1-3　バッテリーの取り外しと装着

予備のバッテリーと差し替える場合バッテリーの取り外しと装着を行う必要があります。

本体裏面に2つのスライドスイッチがあります。点字で「ｌ」と「ul」が記載されている部分がバッテリーのロックスイッチです。点字が確認できる向きに本体を置いてください。スライドスイッチのある部分がバッテリーになります。

取り外す際はまず点字の記載がある左側のスイッチを右にスライドさせてulに合わせてください。

次に右隣のスライドスイッチを左側に引きながらバッテリー部分を手前に引くと取り外すことができます。

バッテリーを取り付ける際は、スライドスイッチが上側になるようにバッテリーを持ってください。スライドスイッチが本体の裏面中央側になるようにバッテリー接続部にバッテリーを挿入します。バッテリーはカチッと音がするまで差し込んでください。

挿入後はロックスイッチをｌ側にスライドし、バッテリーをロックしてください。

オンハンド裏面についての詳細は2-6章をご参照ください。

また、オンハンドのバッテリーを取り外すと、オプションの設定項目が初期化されてしまいます。基本設定を行った状態でオプション設定のバックアップを取っていただくことをお勧めします。バックアップは設定メニューの「バックアップ/復旧オプション」にて実行することができます。

詳しくはマニュアルまたはヘルプの「3.6　バックアップ/復旧オプション」をご参照ください。

2章　オンハンドの形状と各部の名称

オンハンドのサイズは、横17.2cm、奥行き9cm、高さ2.7cmです。重さは427gです。机で作業する際に滑らないよう、製品の下にはゴムが付いています。オンハンドの点字入力キーボードはパーキンススタイルで、1の点から6の点の6つのキーとスペースキーを含めて7つのキーがあります。その他にエンターキーとバックスペースキー、4つのファンクションキー、4つのスクロールボタン、点字出力のための18マスの点字ディスプレイがあります。

オンハンドの点字ディスプレイがユーザ側を向くように机の上に置いてください。オンハンドは小さい四角い本のような形をしています。各部の名称等を6面に分けて説明します。

2-1上面
上面手前に18マスの点字ディスプレイがあります。

ディスプレイのすぐ上奥には18個の小さいキーがあります。これはタッチカーソルキーです。18個のタッチカーソルキーは、文書編集中に編集したい点字セルにカーソルを移動するために使います。このキーはショートカットキーとしても使うことができます。

18個のタッチカーソルキーの左右に2個ずつボタンがあります。これらは上スクロールボタンと下スクロールボタンです。スクロールボタンは点字ディスプレイに表示されるメニューや点字表示部分を移動（スクロール）するときに使います。例えば、表示される点字が18マスを超える場合には、次の部分を読むためにこのスクロールボタンを使います。F1と上スクロールボタンを同時に押すと上方向の矢印キーと同じ機能になります。Space-1も同様の機能です。逆にF4と下スクロールボタンを同時に押すと下方向の矢印キーと同じ機能になります。Space-4も同様の機能です。

点字ディスプレイ中央の上に横長のキーがあります。このキーがスペースキーです。このスペースキーを中心にして左側にある小さい2つのキーは、スペースキーから遠いキーをF1キー、近いキーをF2キーと呼びます。スペースキーの右側にある小さい2つのキーは、スペースキーから近いキーをF3キー、遠いキーをF4キーと呼びます。

この4つの小さいファンクションキーの上に点字入力キーがあります。この点字入力キーは１の点から6の点までの6つの点字入力キーとエンターキー、バックスペースキー、スペースキーの9つのキーで構成されるパーキンススタイルキーボードです。スペースキーから左側に向かって1の点、2の点、3の点、バックスペースキー。スペースキーから右側に向かって4の点、5の点、6の点、エンターキーです。

左手の人差し指、中指、薬指、小指を左側の4つの大きいキーに置いて、右手の人差し指、中指、薬指、小指を右側の4つの大きいキーに置いてください。また、右手の親指は中央の長いキーにおいてください。

左側の4つのキーのうち、人差し指のキーが1の点、中指のキーが2の点、薬指のキーが3の点、小指のキーがバックスペースキーです。右側の人差し指、中指、薬指のキーは各々4の点、5の点、6の点です。右手の小指のキーがエンターキー、右手の親指のキーがスペースキーです。スペースキーの奥、即ち1の点と4の点の上には音声を出力するスピーカーがあります。

2-2右側面

オンハンドの右側面の一番奥にSDカードスロットがあります。

手前に向かって順番にマイクジャック、イヤホンジャックがあります。

イヤホンジャックのさらに手前側に内蔵マイクの小さな穴があります。

内蔵マイクのみで録音が可能ですが、指向性のある録音をしたいときは外部マイクをご利用ください。

2-3 左側面

オンハンドの左側面の一番奥にACアダプタのジャックがあります。付属のACアダプタを接続して充電することができます。

手前に向かって次にUSB OTGポートがあります。パソコンのUSBポートとこのポートを接続して、パソコンとファイルの送受信を行ったり、USBメモリを接続することができます。付属品のUSB変換ケーブルをご使用ください。

一番手前側にはキーロックスライドスイッチがあります。キーロックは手前側に設定されているとロックが解除された状態です。中央に設定されていると点字キーのロック、奥側に設定されているとリセットボタンと電源スイッチ以外すべてのキーがロックされた状態になります。

2-4 後ろ側面

後ろ側面を右側から触ってみると窪みの中に小さいボタンがあります。これがリセットボタンです。オンハンドが何らかの原因で動作が停止し、操作不能になった場合にこのボタンを押してください。オンハンドが再起動します。再起動には10秒程度の時間が掛かります。なおこのボタンは5秒以上押し続けないでください。なお点字キーの｢F2-F3-1-2-3-4-5-6｣を同時に押してもリセットできます。これをソフトウェアリセットといいます。リセットするとオンハンドが再起動します。

再起動時に音声をオフにして起動することもできます。その場合、点字キー1-2の点を押したままでリセットボタンを押してください。

2-5 手前側面

一番左側にあるスライドスイッチはオーディオモードを選択するスイッチです。左側に設定するとラジオモード、中央に設定するとDAISYモード、右側に設定するとメディアモードです。

この右側にある5つのボタンがオーディオ再生と録音のためのボタンです。左から「前トラックに戻る」（左向き三角）、「録音」（丸）、「停止」（四角）、「再生・一時停止」（横長の丸）、「次トラックへ進む」（右向き三角）となります。

これらの5つのボタンについてはメディアプレーヤーの説明の際に詳しく説明します。

この5つのオーディオボタンの右側にあるスライドスイッチが電源オン・オフスイッチです。スイッチを右側に引くたびにオンとオフを実行します。

2-6 裏面

オンハンドの裏面にはバッテリー取り外しのスライドスイッチがあります。点字で「l」と「ul」と記載されている部分がバッテリーロックスイッチです。右隣のスライドスイッチはリリーススイッチです。リリーススイッチを左側に引くことでバッテリーを取り外すことができます。スライドスイッチがついている部分はバッテリー本体の部分になります。

バッテリー部分と反対側にシリアルナンバーを示す点字が記載されています。お問い合わせの際はここでシリアル番号をご確認いただけます。

3章　オンハンドの基本操作

オンハンドを実際に動かしながら基本操作を説明します。以下の手順にそって操作方法をお試しください。

(重要)本書ではキー操作を説明するために特別な表記方法を用います。例えば、Space-b(1-2)と書いてある場合、「Space」キーと｢1点｣と｢2点｣のボタンを同時に押すことを意味します。これはこの本書全体で使う重要な表記法です。

3-1オンハンドの起動

まず、オンハンドを起動します。本体手前側面の一番右側にある電源スライドスイッチを右側に引いて電源をオンにしてください。

電源のスライドスイッチは右に引くたびに電源のオンとオフを切り替えます。

電源を切りたい場合は再度電源のスライドスイッチを右に引いてください。

3-2オンハンドの情報出力

電源が入ると起動音が鳴り、「ファイル管理　ｆ」と音声で読み上げ、同時に点字ディスプレイにも「ファイル管理　ｆ」と表示されます。

オンハンドは音声と点字で情報を出力することができます。設定メニューのオプション設定により音声読み上げのみ、または点字表示のみで使用することも可能です。

またEnter-Backspace-v(1-2-3-6)を押すと男性音声と女性音声を切替えることができます。

音声の設定は以下の方法で変更できます。

音声ボリュームを上げる：Backspace-F4

音声ボリュームを下げる：Backspace-F1

音声速度を上げる：Space-F4

音声速度を下げる：Space-F1

音声トーンを上げる：Enter-F4

音声トーンを下げる：Enter-F1

これらはオプション設定でも変更できます。

3-3メインメニュー

オンハンドを起動するとオンハンドのメインメニューが表示されます。「ファイル管理」はメインメニューリスト先頭の項目です。起動時に表示されるメニュー項目は前回オンハンドを終了した時点のメインメニュー項目です。出荷時には「ファイル管理」が表示されます。

メインメニューの各項目を確認しましょう。点字ディスプレイの左右にある上下スクロールボタンの下スクロールボタンを押してください。下スクロール押すたびにメニュー項目が切り替わります。上の項目に戻る場合は上スクロールボタンを押してください。

また、上下スクロールボタン以外にもSpace-1を押すと上スクロール、Space-4を押すと下スクロールします。実行したいメニュー項目が表示された状態でエンターを押すとプログラムを実行することができます。

メインメニューは「ファイル管理」から順番に以下の項目があります。

リストの最後まで移動しても先頭には戻りません。順番に上下スクロールを使用する以外にも以下のようなリスト間の移動方法がありますのでお試しください。

リストの先頭へ移動：Space-l(1-2-3)

リストの最後へ移動：Space-4-5-6

メインメニューでF1を押すとファイル管理へ移動します。

また、メニュー項目それぞれのショートカットキーを入力することで、目的の機能を実行することもできます。

加えて、他の機能を使用している際に簡単起動コマンドを入力すると、実行中の機能を終了せずに新たに別の機能を起動することができます。

例えばワードプロセッサの使用中にウェブブラウザの簡単起動コマンドを実行するとワードプロセッサと並行してウェブブラウザを起動することができます。

各機能の詳細はユーザマニュアルをご確認ください。

3-3-1ファイル管理

保存されているデータの管理を行います。リストからデータのコピーや貼り付け、ファイル名を指定して実行、など行うことができます。

ショートカットキー：f(1-2-4)

簡単起動コマンド：F1-f(1-2-4)

3-3-2 ワードプロセッサ

点字データやテキストデータの作成と編集を行います。マイクロソフトワードのデータやBES形式の点字データを読むこともできます。

メモを取ったり、文書データの作成や閲覧に活用できます。

ショートカットキー：w(2-4-5-6)

簡単起動コマンド：F1-w(2-4-5-6)

3-3-3 電子メール

メールのアカウントを登録して、インターネットに接続できる環境であれば電子メールの送受信を行うことができます。

ショートカットキー：e(1-5)

簡単起動コマンド：F1-e(1-5)

3-3-4 プログラム

日本語版のブレイルセンスシリーズにのみ追加された拡張プログラムを実行します。

拡張プログラムはユーザ様からのご要望をうけながら順次追加されています。現在リリースされているプログラムはRSSリーダ、乗り換え検索、GPSレーダー、バーコードトーカ、Wikipedia、Amazonブックランキング、サピエオンライン、デイジーコンバータ、電子辞書、センスこーたくん、ラジコ、簡単スケジューラ、クイックブラウザです。拡張プログラムは有限会社エクストラのウェブページから最新版をダウンロードすることができます。詳しくは以下のウェブページをご確認ください。

http://www.extra.co.jp/sense/Sense_APP.html

ショートカット：p(1-2-3-4)

3-3-5 メディア

オーディオに関する機能を使用します。メディアを実行するとメディアメニューが開き、以下の機能を選択することができます。

ショートカット：m(1-3-4)

3-3-5-1 メディアプレーヤー

オーディオデータの再生、音声録音機能。

簡単起動コマンド：F1-m(1-3-4)

3-3-5-2 ラジオ

FMラジオを使用できます。

簡単起動コマンド：F1-r(1-2-3-5)

3-3-5-3 DAISYプレーヤー

DAISY図書の再生機能。

簡単起動コマンド：F1-d(1-4-5)

3-3-5-4 YouTube

YouTubeの動画検索及び再生機能。音声のみの再生です。インターネットに接続できる環境が必要です。

簡単起動コマンド：F1-y(1-3-4-5-6)

3-3-6 オーガナイザ

データ管理に関する機能を使用します。オーガナイザを実行するとオーガナイザメニューが開き、以下の機能を選択することができます。

ショートカットキー：o(1-3-5)

3-3-6-1 アドレス帳

アドレス帳を利用できます。登録されたデータは電子メールのアドレス帳と共有されます。

簡単起動コマンド：F1-a(1)

3-3-6-2 予定帳

スケジュールを管理できます。拡張プログラムの簡単スケジューラよりも詳しい情報を登録することが可能です。

簡単起動コマンド：F1-s(2-3-4)

3-3-6-3 データベース管理

データベース管理を行います。アドレス帳と仕組みは似ていますが、自由にデータベースの管理を行うことができます。

簡単起動コマンド：なし

3-3-7 ウェブツール

インターネット関連の機能を使用します。ウェブツールを実行するとウェブツールメニューが開き、以下の機能を選択することができます。

ショートカットキー：b(1-2)

3-3-7-1 ウェブブラウザ

インターネットに接続することでウェブページの閲覧を行えます。

簡単起動コマンド：F1-b(1-2)

3-3-7-2 クイックブラウザ

ウェブブラウザを簡易化し、より高速なウェブへのアクセスを可能にしたプログラムです。

プログラムメニューのクイックブラウザと同様の機能です。インターネットに接続できる環境が必要です。

簡単起動コマンド：F1-q(1-2-3-4-5)

3-3-7-3 Google検索

Google検索機能です。インターネットに接続できる環境が必要です。

簡単起動コマンド：F1-u(1-3-6)

3-3-7-4 RSSリーダ

RSSフィードの閲覧機能です。インターネットに接続できる環境が必要です。

プログラムメニューのRSSリーダとは仕様が異なります。

簡単起動コマンド：F1-n(1-3-4-5)

3-3-8 ソーシャルネットワーキング

SNS（ソーシャルネットワーキングシステム）関連の機能を使用します。実行するとソーシャルネットワーキングメニューが開き、以下の機能を選択することができます。

ショートカットキー：c(1-4)

3-3-8-1 Twitter

ツイッター機能を使用することができます。利用にはツイッターアカウントとインターネットに接続できる環境が必要です。

簡単起動コマンド：F1-i(2-4)

3-3-8-2 センスチャット

ブレイルセンス同士をBluetoothで接続しチャットを行うことができます。

簡単起動コマンド：F1-c(1-4)

3-3-8-3 フェイスブック

フェイスブックを使用することができます。利用にはフェイスブックアカウントとインターネットに接続できる環境が必要です。

3-3-9 アクセサリ

実行するとアクセサリメニューが開き、以下の機能を選択することができます。

ショートカットキー：x(1-3-4-6)

3-3-9-1 GPSナビ

GPS歩行ナビゲーションシステムです。利用するには別売りの地図データが必要です。

簡単起動コマンド：F1-v(1-2-3-6)

3-3-9-2 Googleマップ

Googleの提供する地図情報機能です。GPSナビと異なり地図データは不要ですが、インターネットに接続できる環境が必要です。

簡単起動コマンド：F1-p(1-2-3-4)

3-3-9-3 Excelビューア

マイクロソフトExcelの表を閲覧する機能です。表の編集や計算式の確認はできません。

簡単起動コマンド：F1-x(1-3-4-6)

3-3-9-4 Dropbox

Dropboxを利用できます。Dropboxの登録とインターネットに接続できる環境が必要です。

簡単起動コマンド：F1-o(1-3-5)

3-3-10 ゲーム

簡単なゲームをお楽しみいただけます。

ショートカット：g(1-2-4-5)

3-3-11 ライブラリサービス
サピエオンライン機能を実行できます。プログラムのサピエと異なり、ストリーミング再生とネット閲覧室に対応しています。点字図書のダウンロードには対応しておりません。点字図書のダウンロードはプログラムのサピエから行ってください。
3-3-12 ユーティリティ

各種ユーティリティ機能を実行できます。

電卓、電子コンパス、目覚まし時計、カレンダー、ストップウォッチ、スクリーンリーダのターミナル（パソコンのピンディスプレイとして使用する機能）などがあります。

ショートカット：u(1-3-6)

3-3-13 設定

インターネット設定やオプション設定など各種設定を行います。

ショートカット：s(2-3-4)

オプション設定の簡単コマンド：Space-o(1-3-5)

3-3-14 ヘルプ

ユーザマニュアルを章ごとに確認することが可能です。ご不明な点があった場合にご活用ください。

3-4オンハンドの入力操作

前の節ではメインメニューのリストを確認するために上下スクロールボタンを使いました。ここではさらに詳しい入力方法について説明します。

実際にワードプロセッサを使用して入力方法を試しましょう。

１．スペースキーから数えて2個左にあるF1キーを押してください。「ファイル管理」の項目へ移動します。

<参考>F1キー（ファンクションキー１）

スペースキーから数えて2個左にあるキーがF1キーです。

メインメニューでF１を押すと必ず「ファイル管理」に戻ります。他のプログラムを実行している状態でF1を押すと同じように「ファイル管理」に戻りますが、F1を押した時点で実行していたプログラムは終了していません。Windowsパソコンを例に説明するとプログラムの使用中に別ウィンドウで新たなプログラムを起動した状態です。これをオンハンドではマルチタスク機能と呼んでいます。オンハンドでは同時に7つのプログラムを実行することが可能です。

２．ファイル管理の1つ下の項目がワードプロセッサです。下スクロールボタンを押して、ワードプロセッサと表示された状態でエンターキーを押してください。ワードプロセッサを実行します。

ワードプロセッサが起動すると「文書先頭」と音声で読み上げます。点字ディスプレイには1マス目の7-8の点にカーソル位置が表示されています。

これがワードプロセッサの初期状態です。

３．試しに文字を入力してみましょう。6点入力を使って入力します。初期設定ではテキスト文書を作成できる状態になっています。文字の入力後スペースキーを押すと、漢字への変換が可能です。文字入力後、エンターキーを押すと入力した情報を確定します。

<参考>入力モード

ワードプロセッサでテキストデータを作成する場合、文字の入力モードを選択することができます。F2とF4を同時に押してください。

押すたびに「日本語」：かな入力モード、「日本語変換」：漢字変換モード、「英語」：英語半角モード、「英語全角」に切り替わります。

特によく使用する「日本語変換」と「英語」だけ切替える場合はF1とF3を同時に押します。

現在の入力モードを確認する場合はSpace-F2を押してください。

<参考>6点入力

6点入力を使って文字を入力します。日本語変換モードで試しに文字を入力してみてください。入力後スペースを押すと漢字へ変換します。漢字の内容は詳細読みでリストになって表示されます。リスト項目の最後に表示されるx／yはy個の変換候補のx番目ということを示します。

変換したい漢字になっていることを確認してエンターを押して確定します。

漢字への変換はテキスト形式の文書作成時のみ使用できます。点字データを作成している場合は点字のみの文書作成になります。

４．次にスペースキーの左隣りにあるボタンを押してください。これはF2キーです。ワードプロセッサを起動中にF2を押すことでワードプロセッサのメニューを開くことができます。

メニューではメインメニューと同様に上下スクロールでメニュー項目を選択してエンターキーを押して実行することができます。

<参考>F2キー（ファンクションキー２）

スペースキーの左隣にあるキーがF2キーです。

F2はWindowsパソコンで使用するAltキーと非常によく似た機能を持っています。プログラム使用中にF2を押すと各プログラムのメニューを開きます。

５．F2を押すと「ファイル f　プルダウン」と読み上げ、「ファイル f → mn」と表示されます。これはファイルに関するメニューでプルダウンメニューがさらにあることをしめしています。プルダウンメニューを表示する場合はエンターを押してください。「新規 ｎ プルダウン enter-n」と読み上げます。

さらにエンターを押すと「テキスト文書」と表示されます。ここでエンターを押すとテキスト形式の新規文書が作成されます。

このように、メニュー項目から一つずつ選択していくことであらゆる機能を実行することができます。

６．もう一度F2を押してワードプロセッサのメニューを開いてください。次に「ファイル」でエンターキーを押し、「新規」と表示されたら下スクロールを押してください。「開く」と表示されるのでエンターキーを押して実行してください。

ファイルメニューの「開く」を実行した状態になりました。このメニューはダイアログボックスになっています。「ファイル名：ECB」と表示されます。これはファイル名を入力するエディットボックスです。

ここでスペースキーの右隣にあるF3キーを押すと別のコントロールに移動できます。

７．F3を押してください。「ファイルの種類：CB」と表示されます。もう一度F3を押すと「確認」ボタン、もう一度押すと「取消」ボタンです。ボタンが表示された状態でエンターキーを押すとそのボタンの機能を実行します。

ダイアログボックスと表示された個所ではF3を押して項目を切替える操作が必要になります。

<参考>F3キー（ファンクションキー３）

スペースキーの右隣にあるキーがF3キーです。

F3はWindowsパソコンで例えるとTabキーとよく似た機能を持っています。メニュー項目などのダイアログボックスでは上下スクロールキーだけでは移動できないコントロール間の移動に使用します。

F3を押した場合と逆に項目を戻したい場合はSpace-F3を押してください。また、F3を使わなくともSpace-4-5とSpace-1-2を押しても同様の操作を行えます。

８．次にメニュー操作をキャンセルします。F4キーを押してください。

<参考>F4キー（ファンクションキー４）

スペースキーの右側2番目のキーがF4キーです。

メニュー項目内で選択したメニューを取り消したい場合はF4を押してください。F4 はWindowsパソコンのエスケープキーによく似た機能を持っています。

<参考>ショートカットキーとホットキー

オンハンドの各機能にはショートカットキーとホットキーが用意されています。

「新規　ｎ　プルダウン　enter-n」と表示された「ｎ」がショートカットキーです。点字ディスプレイの表示には外字符が付きませんのでご注意ください。日本語点字では「つ」と読めますがオンハンドではアルファベットの「ｎ」を意味しています。

ショートカットキーとホットキーを覚えることで、様々な機能を便利に使うことができます。また、項目末尾の「enter-n」はホットキーです。メニューリストを開かなくとも、文書作成画面でEnter-n(1-3-4-5)を押すと「新規」を実行することができます。

ショートカットキーは、メニューが開いた状態で実行すると押したショートカットに対応した機能を実行できます。

ホットキーは、特定のプログラムの実行中あるいは全てのプログラムの実行中に、メニューを使わずに直接実行することができます。

ショートカットキーとホットキーは各項目に必ず表示されます。これらのキー操作を覚えることで素早くオンハンドの操作を行うことができます。

プログラムの終了

それではワードプロセッサを終了します。プログラムを終了するにはメニューを開いてファイルメニューの中にある「閉じる」を実行するか、「閉じる」のホットキーであるSpace-z(1-3-5-6)を押してください。「閉じる」のホットキーはすべてのプログラムに共通です。

ワードプロセッサの終了時に「保存：はい」と表示されます。このままエンターを押すとデータを保存します。保存したくない場合は上下スクロールキーまたはスペースを押すと「いいえ」に切替わります。「いいえ」に切替えてエンターを押してください。

3-5ファイルの指定と実行

ワードプロセッサを終了したらF1を押してファイル管理へ移動してください。ファイル管理にて、ファイルの指定と選択について説明します。

ファイル管理でエンターを押して実行してください。

Flashdiskと表示されます。これはオンハンドに内蔵されているディスクです。SDカードやUSBメモリを接続しているとFlashdiskと同じリストに表示されます。

Flashdiskと表示されているところでエンターを押してください。Flashdiskに保存されているフォルダとファイルがリストになって表示されます。さらにFlashdisk内にあるフォルダの中を確認したい場合はそのフォルダが表示された状態でエンターを押してください。一つ前のフォルダに戻る場合はバックスペースを押してください。

ファイル管理からデータを指定してプログラムを実行することも可能です。

例えば、文書データや音楽データ、DAISYデータの保存されたSDカードをオンハンドに挿入した状態で、使用したいデータを指定してエンターを押すと指定したデータに対応したプログラムを起動してデータを読み込みます。DAISYなどフォルダごとデータを指定する場合はフォルダ名を表示した状態でスペースを押してください。フォルダごとデータを選択することができます。

オンハンドのファイル管理はツリービューの構造になっています。ここでの操作方法はデータの保存先を指定する場合などに使用します。

3-6ヘルプ機能

メインメニューの最後の項目がヘルプです。

ヘルプを実行すると機能ごとにヘルプがリストになって表示されます。内容を確認したいメニュー項目でエンターを押すとヘルプを閲覧できます。

ご不明な点がありましたらご参照ください。

4章　インターネットの接続

オンハンドはインターネットに接続していない環境でも多くの機能を活用することができますが、インターネットに接続できる環境で使用することで機能を最大限に活用することができます。オンハンドはインターネットに接続できる環境でお使いいただくことをお勧めします。

4-1 インターネット接続の種類

オンハンドは基本的に無線LANを使用してネットワークに接続します。

インターネットに接続するには以下のような環境が必要となります。

4-1-1自宅や会社のインターネット回線で無線LANを使用する

インターネット回線をすでにお持ちの場合、無線LANルーターをご用意いただければオンハンドでインターネットへの接続が可能になります。ただし、接続できる範囲は無線LANの有効エリアに限りますので外出中にはご利用になれません。

4-1-2 Wi-Fiを使用する

Wi-Fiをご用意いただければ、ご自宅でも移動中でもご契約されたWiFiのエリア内であればネットワークへの接続が可能になります。ただし、これらのWi-Fiは通信利用料金が発生しますのでご注意ください。詳しくは、お近くの家電量販店など各社の販売店にてご確認ください。

また、iPhoneのテザリングにも対応しております。

4-1-3 公共のアクセスポイント（無線LAN）を使用する

駅や宿泊施設など公共の場所で無線LANの接続サービスを行っている場合があります。

これらの無線LANも使用可能です。接続方法などの詳細は各施設にてご確認ください。

4-2 無線LANの設定

オンハンドにて無線LAN接続を行う場合は以下の手順で設定を行ってください。

1. オプション設定にて無線LANをオンに設定してください。設定メニューのオプション設定に「無線LAN」という項目があります。初期設定ではオフになっています。無線LANと表示した状態でスペースを押すとオンとオフを切替えることができます。

2. 設定メニューのインターネット設定にて無線LANを実行してください。

3. 無線LANを実行すると周辺の無線LANを検索して使用可能なアクセスポイントを表示します。

4. 接続したいアクセスポイントを選択してエンターを押してください。

5. パスワードが設定されている場合はネットワークキーの入力を求められます。キーを入力してください。

6. 正しくキーが入力されればインターネットへの接続が完了します。

5章　オンハンドの活用について

この簡単スタートガイドではオンハンドの基本的な操作方法と機能についてご説明しました。それぞれの機能について詳しい使い方を調べる場合は、オンハンドのヘルプやユーザガイドをご参照ください。

はじめから全ての機能を使いこなすのは大変です。まずは興味のある機能を中心にオンハンドの操作を習得してください。

また、有限会社エクストラではウェブページにてオンハンドの機能拡張プログラムを公開しています。便利な追加機能を順次リリースしております。ご購入時、既にリリースされているプログラムは使用できる状態で出荷していますが、購入後にも新機能をリリースしてゆきますのでご利用の際は弊社のウェブページから最新プログラムをダウンロードしてください。

詳細は以下の弊社ウェブページにてご確認いただけます。

http://www.extra.co.jp/sense/Sense_APP.html

オンハンドをご利用の上でご不明な点がございましたら、以下のセンス専用サポートまたは弊社技術サポートまでご連絡ください。なお、お電話の受付時間は平日朝10時から12時、13時から17時までとなっております。よろしくお願いいたします。

お問い合わせ先

有限会社エクストラ

〒424-0886

静岡県静岡市清水区草薙１丁目19-11
＜センス専用サポート＞
電話：054-368-6897
Eメール：sense-support@extra.co.jp
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